
新潟市中央区南笹口２－１－６５ https://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/
電話 ０２５－２４４－２１５９（代表） ＦＡＸ ０２５－２４６－７７６３

みなみささぐち

国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所

副所長（管理） 会田 里士（あいだ さとし） （内線２０５)

記者発表資料
新潟県政記者クラブ
新潟市政記者クラブ
長岡市記者クラブ
上越記者クラブ

本紙投込みをもって解禁

令和３年２月４日

高田河川国道事務所
羽越河川国道事務所
長岡国道事務所
新潟国道事務所

■平成22年度より、「事故ゼロプラン(事故危険区間重点解消作戦)」
として、国土交通省が管理する新潟県内の国道を対象に、事故の危険性
が高い区間（事故危険区間）を選定し、優先的に事故対策に取り組ん
でいます。（事故危険区間 全386区間中、対策完了204区間（R1年度末迄））
今年度は残る182区間を対象として必要な対策や検討を実施しています。

■今回、事故対策を実施した区間の効果検証や最新事故データ及びアン
ケート結果を踏まえた事故危険区間の選定に加え、平成22年度から開始
した取り組みの成果等について報告・検討するため、委員会を開催します。

日 時： 令和３年２月８日（月） １０時３０分～
会 場： 新潟国道事務所 ２階 大会議室（新潟県新潟市中央区南笹口２－１－６５）

内 容：（１）事故ゼロプランの取組状況
（２）今年度の検討事項（重大事故に関する分析について）
（３）生活道路の交通安全の確保に向けた取組 等

※本委員会の聴講を希望される方は、５日（金）1５時までにご連絡の上、会場へお越しください。
※撮影は冒頭（挨拶まで）のみとさせていただきます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場ではマスク着用をお願いいたします。
また、風邪症状、発熱などがある方は来場をお控えください。
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令和２年度道路安全性検討委員会を開催

事故ゼロプラン
〈事故危険区間重点解消作戦〉

本委員会は、Web会議形式により開催しますので、
一部委員は、映像と音声での参加になります。

（予定）

【報道関係者の皆様へ】

～ 『事故ゼロプラン』 の取り組み成果について ～

お問い合わせ先



上越教育大学大学院学校教育研究科 教授
公益社団法人新潟県トラック協会 専務理事
公益財団法人新潟県女性財団 顧問
株式会社新潟日報社 編集局 総務
一般社団法人新潟県ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ協会 専務理事

〇 長岡技術科学大学大学院工学研究科 教授
公益社団法人新潟県バス協会 専務理事
カミフル・サイクルステーション
有限会社ミカユニバーサルデザインオフィス

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）とは、安全・安心な
道路環境を実現するため、 「選択と集中」 、 「市民参加・市民との協働」
によ り重点的、集中的に継続的な事故対策を進める取り組みです。
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道路安全性検討委員会 委員名簿（案） （五十音順・敬称略）

※ ○ ：委員長
※ 網掛部は規約改正予定箇所であり、承認後確定となります。
※ この他、行政機関の関係者が委員となります。
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『事故ゼロプラン』とは

「道路安全性検討委員会」は、新潟県内における国土交通省が管理
する国道の安全性について、県民や道路利用者と共通認識を図るため
のプロセス及び要対策区間（リスト）の検討を行うこ と等を目的として
います。

『道路安全性検討委員会』とは

「市民参加」「選択と集中」


